
（令和３年度以前入学生用） 
授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名  国語 科目名 現代文 B 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（普通・夢トライコース） 単位数 ２ 

使用教科書 改訂版 現代文Ｂ 出版社 数研出版 

目 

標 

・近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高める。 
・文章を読むことを通してものの見方、感じ方、考え方を深める。 
・進んで読書をして、人生を豊かにする態度を育てる。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

・語句の意味・用法を的確に理解して語彙を豊かにしたり、表現上の特色を 
捉えて文章読解に役立てたりする。 

・論理的な文章を読み、論理の展開や要旨を的確にとらえる力を養う。 
・文学的な文章を読み、人物、情景、心情などを的確にとらえ、表現を味わ 

う力を養う。 
・様々な文章を読むことを通して、人間、社会、自然などについて自分の考 

えを深めたり発展させたりする。 

評
価
方
法 

・出席状況及び授業態度 
・課題への取り組み及び提出物の提出状況 
・自己及び相互評価 
・ノートやレポートへの記入に取り組む姿勢 
・ノートやレポートへの記入内容 
・小テストや定期考査の成績      以上の項目で総合的に評価する。 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 
意 欲 
態 度 

 
・主体的に文章を読み、内容を的確に理解し

ようとする力や適切に表現しようとする力
の向上を図ろうとしている。 

・出席状況及び 
授業態度 

・課題への取り組 
み及び提出状況 

・自己及び相互評価 
・記入への取り組み 

思 考 
判 断 
表 現 

 
・文章を読解するために、語彙や知識を活用

したり、効果的に話し合ったりして、自分
の考えをまとめ、表現することができる。 

 

・自己及び相互評価 
・記入への取り組み 
・記入内容 
・小テストや定期考 

査の成績 

技 能 

 
・語彙や表現上の特色、文章構成に関する知

識を活用して、文章を的確に読解し、人間、
社会、自然について考察することができる。 

・自己及び相互評価 
・記入への取り組み 
・記入内容 
・小テストや定期考 

査の成績 

知 識 
 

理 解 

 
・読解や表現に必要となる語彙や表現上の特

色、文章構成についての知識を習得するこ
とができる。 

・自己及び相互評価 
・記入内容 
・小テストや定期考 

査の成績 

 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・提出物の期限を守って提出する。 
・授業中及び教科連絡の際の指示をよく確認して、忘れ物をしない。 
・積極的に文章を読む。 
・発問に対して主体的に考えたり、話し合ったり、書いたりする。 
・定期考査に向けての学習をしっかりと行う。 

 
授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

・「知識社会という幻想」（西垣通） 
・「赤い繭」（安倍公房） 

予定 19 

第
２
回 

・「人はなぜ働かなければならないのか」（小浜逸郎） 
・「こころ」（夏目漱石） 

予定 9 

後 
 

期 
第
３
回 

・「こころ」（夏目漱石） 
・「顔の所有」（鷲田清一） 

予定 14 

第
４
回 

・「朝のヨット」（山川方夫） 
・「『である』ことと『する』こと」（丸山真男） 

予定 9 

備 

考 

 
 
 
 
 

 
 



（令和３年度以前入学生用） 
授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名  国語 科目名 古典 A 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（普通・夢トライコース） 単位数 ２ 

使用教科書 高等学校 改訂版 標準古典 A 物語選 出版社 第一学習社 

目 

標 

・古典を読むことによって、我が国の伝統と文化に対する理解を深める。 
・生涯にわたって、古典に親しむ態度を育てる。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

・音読や朗読を取り入れ、古典特有のリズムを味わい、古典の文章に慣れ親 
しむ。 

・文語のきまり、訓読のきまりなど古典の文章を読み解くのに必要な知識を 
学び、古典の文章を読み味わう。 

・古典の文章を読むことを通して、我が国の文化と伝統に対する関心や理解 
を深め、それらを尊重する態度を育てる。 

評
価
方
法 

・出席状況及び授業態度 
・課題への取り組み及び提出物の提出状況 
・自己及び相互評価 
・ノートやレポートへの記入に取り組む姿勢 
・ノートやレポートへの記入内容 
・小テストや定期考査の成績      以上の項目で総合的に評価する。 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 
意 欲 
態 度 

 
・古典やその背景にある文化に対する関心を

深め、古典を読み味わうために必要な読解
力の向上を図ろうとしている。 

 

・出席状況及び授業 
態度 

・課題への取り組み 
及び提出状況 

・自己及び相互評価 
・記入への取り組み 

思 考 
判 断 
表 現 

 
・作品の読解を深めるために必要に応じて知

識を活用したり、効果的に話し合ったりし
て、自分の考えをまとめ、表現することが
できる。 

・自己及び相互評価 
・記入への取り組み 
・記入内容 
・小テストや定期考 

査の成績 

技 能 

 
・古典を読むために身に付けた知識を活用し

て文章を読み、人間、社会、自然について
考察することができる。 

・自己及び相互評価 
・記入への取り組み 
・記入内容 
・小テストや定期考 

査の成績 

知 識 
 

理 解 

 
・古文や漢文における言葉の特徴や文法、ま

た時代や当時の文化の特色ついて理解する
ことができる。 

・自己及び相互評価 
・記入内容 
・小テストや定期考 

査の成績 

 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・提出物の期限を守って提出する。 
・授業中及び教科連絡の際の指示をよく確認して、忘れ物をしない。 
・積極的に文章を読む。 
・口語訳や発問に対して主体的に考えたり、書いたりする。 
・定期考査に向けての学習をしっかりと行う。 

 
授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

・「通ひ路の関守」（『伊勢物語』） 
・「死諸葛走生仲達」（『十八史略』） 

予定 17 

第
２
回 

・「忠度の都落ち」（『平家物語』） 
・漢詩 

予定 12 

後 
 

期 
第
３
回 

・「若紫」（『源氏物語』） 
・「四面楚歌」（『史記』） 

予定 12 

第
４
回 

・「父大納言の苦労」（『とりかへばや物語』） 
・諸家の思想 

予定 10 

備 

考 

 
 
 
 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名  国語 科目名 国語表現 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（普通・夢トライコース） 単位数 ３ 

使用教科書 国語表現 改訂版 出版社 大修館書店 

目 

標 

・適切かつ効果的な表現力を身に付け、伝える力を高める。 
・言語感覚を育むとともに、思考力や想像力を養い、積極的に表現する姿勢 

を身に付ける。 
・社会に出た時に、充実した人間関係を築くためのコミュニケーション能力 

を高める。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

・積極的に書いたり、話したりして、意欲的に表現活動に取り組む。 
・適切な表現方法を身に付けるために、正確な文体や語彙、表現を習得する。 
・適切な表現方法を身に付け、自らの文章を推敲する力を養う。 
・場に適した文体や表現方法を習得し、相手に伝えるための工夫をすること 

を意識して、表現活動に取り組む。 
・時と場合に応じた言葉の使い分けを行い、自己や他者を尊重した表現活動 

を行おうとする態度を養う。 

評
価
方
法 

・出席状況及び授業態度 
・課題への取り組み及び提出物の提出状況 
・自己及び相互評価 
・ノートやレポートへの記入や、発表に取り組む姿勢 
・ノートやレポートへの記入内容や発表内容 
・小テストや定期考査の成績      以上の項目で総合的に評価する。 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 
意 欲 
態 度 

 
・国語において、より効果的に表現をする

ことについて興味と関心をもち、表現力
の向上を図ろうとしている。 

 

・出席状況及び授業態度 
・課題への取り組み及 

び提出状況 
・自己及び相互評価 
・記入や発表への取り 

組み 

思 考 
判 断 
表 現 

 
・目的や場に応じて表現を工夫しながら、

的確に話し合ったり、書いたり、聞いた
りすることができる。 

 

・課題への取り組み及 
び提出状況 

・自己及び相互評価 
・記入や発表への取り 

組み 
・記入内容や発表内容 
・小テストや定期考査 

の成績 

技 能 

 
・人に自分の考えを適切に伝えるために、

文体や表現、伝達方法を工夫することが
できる。 

・自己及び相互評価 
・記入や発表への取り 

組み 
・記入内容や発表内容 
・小テストや定期考査 

の成績 

知 識 
 

理 解 

 
・表現をする際に必要な、適切な語彙、文

体、表現などの知識を習得することがで
きる。 

・自己及び相互評価 
・記入内容や発表内容 
・小テストや定期考査の 

成績 

 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・提出物の期限を守って提出する。 
・授業中及び教科連絡の際の指示をよく確認して、忘れ物をしない。 
・積極的に書いたり、話したり、聞いたりする。 
・「伝えること」を意識して、表現活動に取り組む。 
・時と場合に応じた表現力を身に付けるために、日ごろから正しい表現を使うこ 

とを意識する。 
・定期考査に向けての学習をしっかりと行う。 

 
授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

・書いて伝える 
 
・自己 PR と面接 

予定 26 

第
２
回 

 
・自己 PR と面接 
 

予定 18 

後 
 

期 

第
３
回 

・自己 PR と面接 
 
・メディアを駆使する 

予定 18 

第
４
回 

・メディアを駆使する 
 
・会話・議論・発表 予定 14 

備 

考 

 
 
 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 地理歴史 科目名 日本史Ｂ 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（普通コース） 単位数 ２ 

使用教科書 高校日本史Ｂ 新訂版 出版社 実教出版 

目 

標 

・わが国の歴史の展開について、基本的な歴史的事象の理解を深める。 
・歴史に対する思考力を培うことで自らの考えをもち、国際社会の中で主体

的に生きることができる日本人としての資質を養う。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

・日本の歴史について原始から現代までの通史的な視点で考察し、歴史の流
れとその過程を理解する。 

・授業で学んだ歴史の内容と現代の課題とを関連させることで歴史的思考力
を身につけ、自ら課題を発見し、その解決に向けた探究活動ができるよう
になる。 

・日本の歴史について世界史的視点から考察することができる多面的・多角
的な見方・考え方を身に付け、これからの国際社会で主体的に生きていく
ことができる資質を養う。 

 

評
価
方
法 

・定期考査の成績 
・授業への取組状況 
・ノートやプリントの整理状況 
・課題の提出状況などを加味して、総合的に評価する。 
 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

 
日本史の歴史的事象について興味・関心をも
ち、意欲的に探究する姿勢をとることができ
る。 
 

 
・授業への取組状況 

・課題の提出状況 

・定期考査の成績 
 

思 考 

判 断 

表 現 

 
日本史の歴史的事象について、事象の経過や因
果関係を分析し、考察した上で自分の言葉で表
現することができる。 
 

 
・授業への取組状況 

・定期考査の成績 
 

技 能 

 
日本史の歴史的事象について、事象の経過や物
事の因果関係を分析する際に、資料などを収
集・整理・活用することができる。 
 

 
・授業への取組状況 

・ノートやプリント

の整理状況 
 

知 識 

理 解 

 
日本史の歴史的事象を習得するために自ら意
欲的に学習に取り組み、歴史的事象の構造を理
解することで、知識の定着が見られる。 
 

 
・授業への取組状況 

・課題の提出状況 

・定期考査の成績 

 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・授業内容は広く複雑になってくるため、事前に教科書を読んだり、簡単に自分 
で内容をまとめたりして、大体の内容を把握しておくと良いでしょう。 

・内容に疑問点が出てきたら、歴史に対する興味や関心が出てきている証拠なの 
で、その解決のために遠慮なく質問したり、自分で調べてみましょう。 

・課題やプリントは必ず提出期限日を守って提出すること。 
・定期考査に向けた勉強は計画的にこつこつと取り組むこと 
 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

第２編 中世 
 第３章 中世社会の成立 
 第４章 中世社会の展開 
 
 

予定 18 

第
２
回 

第３編 近世 
 第５章 統一政権の成立 
 第６章 幕藩体制の展開 
 
 

予定 10 

後 
 

期 

第
３
回 

第４編 近代 
 第７章 大日本帝国の形成 
 第８章 大日本帝国の展開 
 
 

予定 12 

第
４
回 

 第９章 １５年戦争と日本・アジア 
第５編 現代 
 第１０章 戦後改革と高度経済成長 
 第１１章 現代の世界と日本 
 

予定 9 

備 

考 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 公民 科目名 現代社会 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（普通コース） 単位数 ２ 

使用教科書 最新 現代社会 改訂版 出版社 実教出版 

目 

標 

・広い視野に立って、現代の社会と人間についての理解を深める。 
・現代社会の基本的な問題について主体的に考察し、公正に判断するととも

に、人間としての在り方生き方について考察する力の基礎を養う。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

・現代社会について、倫理、社会、文化、政治、法など多様な角度から理解
するとともに、現代社会に生きる人間としての在り方生き方について考察
する。 

・基本的人権の保障、国民主権、平和主義と我が国の安全について理解を深
め、日本国憲法に定める政治の在り方について国民生活との関わりから認
識を深めるとともに、民主政治における個人と国家について考察する。 

評
価
方
法 

 
定期考査の成績を基に、授業への取組状況、授業プリントの整理状況、課題
の提出状況などを加味して、総合的に評価する。 
 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

現代社会に対する関心を高め、様々な事象を自
らの問題として受け止めることで、よりよい民
主社会の実現に向けて努力する姿勢を身につ
ける。 

 
・授業への取組状況 

・課題の提出状況 
 

思 考 

判 断 

表 現 

現代社会における様々な事象を的確に理解し、
社会の変化やそれぞれの立場の違いを十分に
考慮して自らの判断を下し、社会の一員として
の責任を果たそうとする。 

 

・発問に対する答え 

・定期考査の成績 
 

技 能 
現代社会に関する資料を収集し、十分に吟味
し、適切な方法でわかりやすくまとめる。 

 
・小テスト 

（資料の読み取り） 

・定期考査の成績 
 

知 識 

理 解 

現代社会における諸問題を人間の生き方に結
びつけて理解し、よりよい民主社会の形成にむ
けた生きた知識とする。 

 
・課題の提出状況 

・定期考査の成績 

 

 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・税の作文を夏季課題とするため、租税については復習をしておくこと。 
・新聞やニュースには日頃から目を通し、時事問題への関心を高めておくこと。 
・課題やノート（授業プリント）の提出は必ず提出期限を守ること。 
・教科書と授業プリント、課題を基に定期考査に臨むこと。 
 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

第２部 現代の社会と人間 
 ２ 現代の民主政治と日本国憲法 
 第１章 現代国家と民主政治 
 
 

予定  

第
２
回 

 
 第２章 日本国憲法の基本的性格 
  
 
 

予定  

後 
 

期 

第
３
回 

 
 第３章 日本の政治機構と政治参加 
  
 
 

予定  

第
４
回 

 １ 青年期と自己の形成 
 第１章 自分らしく生きる 
 第２章 人間としてよく生きる 
 第３章 日本人としての自覚 
 

予定  

備 

考 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 公民 科目名 政治・経済 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（選択） 単位数 ２単位 

使用教科書 最新 政治・経済 出版社 実教出版 

目 

標 

現代の政治・経済に関する諸課題に対する多様な見方・考え方を学び、その
解決に向けて主体的に考える態度を養う。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

・国内政治や国際政治の基本的事項や課題に対する関心を高め、民主政治 
 の本質を探究する姿勢を身につける。 
 
・基本的な経済の仕組みを理解するとともに、日本経済の現状やその課 
 題と国際経済の動向などを考察する能力を育成する。 

評
価
方
法 

定期考査の成績を基に、授業への取り組み、授業プリントの整理状況、課 
題の提出状況などを加味して総合的に評価する。 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

現代社会に対する関心を高め、様々な事象を自ら
の問題として受け止めることで、よりよい民主社
会の実現に向けて努力する姿勢を身に付ける。特
に、社会の諸課題に対して自らの意見を他者と交
換し、高めていく姿勢を重視する。 

授業プリント 
授業への参加姿勢 

思 考 

判 断 

表 現 

現代社会における様々な事象を的確に理解し、社
会の変化やそれぞれの立場の違いを十分に考慮
して、自らの判断を下し、社会の一員としての責
任を果たそうとする。 

定期考査の成績 
授業プリント 
発問に対する答え 

技 能 
現代社会に関する資料を収集し、十分に吟味し適
切な方法でわかりやすくまとめる。 

定期考査の成績 
授業プリント 
資料の読み取り 

知 識 

理 解 

現代社会における諸問題を人間の生き方に結び
つけて理解し、よりよい民主社会の形成に向けた
生きた知識とする。 

定期考査の成績 
課題プリント 
時事問題プリント 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・教科書の内容を理解できるように何度も読み返す。 
・新聞やニュースに目を通し、時事問題への関心を高める。 
 （ニュース検定にもチャレンジしてみよう！） 
・わからない言葉や問題があれば積極的に質問する。 
・授業プリントなどを使って考査に臨む。 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

第１編 現代の政治 
第４章 現代の国際政治 

  １．国際社会と国際法 
  ２．国際社会の変化 
  ３．国際連合と国際協力 
  ４．第二次世界大戦後の国際政治 

予定 18 

第
２
回 

  ５．冷戦終結後の国際政治 
  ６．軍拡競争から軍縮へ 
第２編 現代の経済 
 第３章 現代の国際経済 
  １．貿易と国際収支 

予定 10 

後 
 

期 

第
３
回 

  ２．外国為替市場のしくみ 
  ３．第二次世界大戦後の国際経済 
  ４．国際経済の動向（１） 
  ５．国際経済の動向（２） 

予定 12 

第
４
回 

  ６．発展途上国の諸問題 
  ７．経済協力と日本の役割 

予定 ９ 

備 

考 

 
 
 
 
 

 
 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 数学 科目名 数学Ⅱ 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（普通コース・夢トライコース） 単位数 ２ 

使用教科書 改訂版 最新 数学Ⅱ 出版社 数研出版 

目 

標 

各分野において基本的な概念や原理・法則を体系的に理解し、数学的に表
現・処理・考察する力を身に付けるとともに、数学の良さを認識し数学を活
用しようとする態度や問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・
改善したりしようとする態度を養う。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

・２年次に学習した数学Ⅱの演習 
・数学Ⅱの応用問題 
・大学入学共通テストの演習 
・学力検査対策 

評
価
方
法 

定期考査の成績を基に、授業態度や課題の提出状況とその取り組みを加味し
て総合的に評価する。 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

各分野について関心をもつとともに、数学的な見
方や考え方のよさを認識し、それらを事象の考察
に活用しようとしている。 

行動観察 
授業ファイル 
振り返りシート 

思 考 

判 断 

表 現 

各分野における数学的な見方や考え方を身に付
け、表現しようとしている。 
各分野において事象を数学的にとらえ、論理的に
考えるとともに思考の過程を振り返り多面的・発
展的に考えようとしている。 

課題の取組状況 
授業ファイル 
定期考査の成績 

技 能 
各分野において事象を数学的に考察し、処理する
仕方や推論の方法を身に付け、的確に問題を解決
している。 

課題の取組状況 
授業ファイル 
定期考査の成績 

知 識 

 

理 解 

各分野の基本的な概念、原理・法則、用語・記号
などを理解し、基礎的な知識を身に付けている。 

小テスト 
定期考査の成績 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・復習を積極的に行い、ノートやプリント・ファイルをきちんと整理すること。 
・授業中は「聞く｣「考える｣「書く（解く、写す)｣のメリハリをつけること。 
・演習問題には積極的に取り組むこと。 
・与えられた課題は提出期限を厳守すること。 
・定期考査などの受験後は、間違えたところを訂正し、理解を深めること。 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

第１章 式と証明の演習 
第２章 複素数と方程式の演習 

予定 17 

第
２
回 

第３章 図形と方程式の演習 
第４章 三角関数の演習 

予定 9 

後 
 

期 

第
３
回 

第４章 三角関数の演習 
第５章 指数関数と対数関数の演習 

予定 11 

第
４
回 

大学入学共通テスト対策 
学力検査対策 

予定 9 

備 

考 

 
 
 
 
 

 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 数学 科目名 数学Ａ 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（普通／夢トライ） 単位数 ３ 

使用教科書 改訂版 最新 数学Ａ 出版社 数研出版 

目 

標 

基礎的な知識の習得と技能の習熟を図るとともに、数学的な見方や考え方の
よさを認識できるようにする。また、具体的な事象の考察を通して場合の数
と確率、整数の性質について理解する。 
 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

・数や整式の四則演算の基礎基本の定着を図る。 
・割合や濃度、速度などの社会生活において活用する数学の基礎基本を身に

つける。 
・具体的な事象の考察を通して場合の数と確率の考えや整数の性質を理解

し、それを問題の解決に活用できるようにする。 
 
 
 

評
価
方
法 

定期考査の成績を基に、授業態度や課題の提出状況とその取り組みを加味し
て総合的に評価する。 
 
 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

各分野について関心をもつとともに、数学的な見
方や考え方のよさを認識し、それらを事象の考察
に活用しようとする。 
 
 

課題への取り組
み状況 
授業プリント 
授業態度  
 

思 考 

判 断 

表 現 

各分野における数学的な見方や考え方を身につ
け、表現する。 
各分野において事象を数学的にとらえ、論理的に
考えるとともに思考の過程を振り返り多面的・発
展的に考える。 

課題への取り組
み状況 
授業プリント 
授業態度  
定期考査の成績 

技 能 

各分野において事象を数学的に考察し、処理する
仕方や推論の方法を身につけ、的確に問題を解決
する。 
 
 

課題への取り組
み状況 
授業プリント 
授業態度  
定期考査の成績 

知 識 

 

理 解 

各分野の基本的な概念、原理・法則、用語・記号
などを理解し、基礎的な知識を身につけている。 
 
 
 

課題への取り組
み状況 
授業プリント 
授業態度  
定期考査の成績 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・復習を積極的に行い、ノートやプリントをきちんと整理すること。 
・授業中は「聞く｣「考える｣「書く（解く、写す)｣のメリハリをつけること。 
・演習問題には積極的に取り組むこと。 
・与えられた課題は提出期限を厳守すること。 
・定期考査などの受験後は、間違えたところを訂正し、理解を深めること。 
 
 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

計算の基礎の演習 
第３章 整数の性質 
 
 
 

予定 25 

第
２
回 

基礎問題の演習 
第３章 整数の性質 
 
 
 

予定 15 

後 
 

期 

第
３
回 

第１章 場合の数と確率 
 第１節 場合の数 
 
 
 

予定 16 

第
４
回 

第１章 場合の数と確率 
 第２節 確率 
 
 
 

予定 14 

備 

考 

 
 
 
 
 

 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 数学 科目名 数学Ｂ 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（普通コース・夢トライコース） 単位数 ３ 

使用教科書 改訂版 最新 数学Ⅱ、改訂版 最新 数学Ｂ 出版社 数研出版 

目 

標 

数学Ⅱにおいては微分積分、数学Ｂにおいては数列やベクトルについて理解
し、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、数学的な見方や考え方のよさ
を認識できるようにする。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

・具体的な事象の考察を通して微分・積分の考えを理解し、それを用いて関
数の値の変化を調べることや面積を求めることができるようにする。 

・ベクトルについて、ベクトルの基本的な概念について理解し、その有用性
を認識するとともに、平面図形および空間図形の性質の考察に活用できる
ようにする。 

・数列について、簡単な数列とその和及び漸化式と数学的帰納法について理
解し、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象の考察に活用できる
ようにする。 

評
価
方
法 

定期考査の成績を基に、授業態度や出席状況、課題の提出状況とその取組を
加味して総合的に評価する。 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

各分野に関心をもつとともに、数学的な見方や考
え方のよさを認識し、それらを事象の考察に活用
しようとしている。 

行動観察 
授業ファイル 
振り返りシート 

思 考 

判 断 

表 現 

各分野における数学的な見方や考え方を身に付
け、表現している。また、各分野において事象を
数学的にとらえ、論理的に考えようとしている。 

課題の取組状況 
授業ファイル 
定期考査の成績 

技 能 
各分野において事象を数学的に考察し、処理する
仕方や推論の方法を身につけ、的確に問題を解決
している。 

課題の取組状況 
授業ファイル 
定期考査の成績 

知 識 

 

理 解 

各分野の基本的な概念、原理・法則、用語・記号
などを理解し、基礎的な知識を身に付けている。 

小テスト 
定期考査の成績 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・復習を積極的に行い、ファイルをきちんと整理する。 
・授業中は「聞く」「考える」「書く（解く、写す）」のメリハリをつける。 
・演習問題には積極的に取り組む。 
・与えられた課題は提出期限を厳守する。 
・定期考査などの受験後は、間違えたところを訂正し、理解を深める。 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

（数学Ⅱ）第６章 微分法と積分法 
（数学Ｂ）第１章 平面上のベクトル 

予定 25 

第
２
回 

（数学Ｂ）第１章 平面上のベクトル 
（数学Ｂ）第２章 空間のベクトル 

予定 15 

後 
 

期 

第
３
回 

（数学Ｂ）第２章 空間のベクトル 
（数学Ｂ）第３章 数列 

予定 16 

第
４
回 

（数学Ｂ）第３章 数列 予定 14 

備 

考 

 
 
 
 
 

 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 理科 科目名 化学基礎 

学年(ｺｰｽ) 第 3 学年（ 普通・夢トライコース ） 単位数 ２ 

使用教科書 改訂版 新編 化学基礎 出版社 数研出版 

目 

標 

日常生活や社会との関連を図りながら、物質とその変化への関心を高め、目
的意識を持って、観察・実験などを行い、化学的に探究する能力と態度を育
てるとともに、化学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や
考え方を養う。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

・化学と人間生活との関わりについて関心を高め、化学が物質を対象とする
科学であることや化学が人間生活に果たしている役割を理解する。 

・原子の構造および電子配置と周期律との関係を理解する。 

・化学反応の量的関係、酸と塩基の反応および酸化還元反応について観察・
実験などを通して探究し、化学反応に関する基本的な概念や法則を理解す
る。 

評
価
方
法 

定期考査、課題の提出状況、授業の出席状況および関心・意欲・態度から総
合的に評価を行う。また、定期的に小テストを行い、評価の資料とする。 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

化学や化学現象に対する関心や探究心を持ち、疑
問点を主体的に見出そうとする意欲を高める。 

授業の取り組み 
課題の取り組み 

思 考 

判 断 

表 現 

観察や実験、日々の学習などによって得た知識を
用いて、問題を自主的に探究する能力を身に付け
る。また、探究したことを適切に表現することが
できる。 

定期考査の成績 
小テストの成績 
授業時の発言 

技 能 

観察・実験などの探究的な活動を通して実験器具
の基本的な操作を身に付ける。また、観察や実験
により得られた結果から化学的に考察する能力
を身に付ける。 

実験レポートの
作成 
実験の取り組み 

知 識 

 

理 解 

観察や実験、日々の学習などを通して、化学に関
する基本的な概念や原理・法則などを深く系統的
に理解している。 
 

定期考査の成績 
小テストの成績 
授業時の発言 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・授業には積極的に参加し、自主的に探究、発言すること。 
・課題および提出物の期限を守ること。 
・観察や実験は、班で協力して安全に行うこと。 
・授業プリントはノートに貼って整理すること。 
・小テストは定期考査への取り組みとなるので、何度も学習すること。 
 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

第 1 編 物質の構成と化学結合 
 第 1 章 物質の構成 
 第 2 章 物質の構成粒子 
 
 

予定 19 

第
２
回 

第 1 編 物質の構成と化学結合 
 第 3 章 粒子の結合 
 
 
 

予定 9 

後 
 

期 

第
３
回 

第 2 編 物質の変化 
 第 1 章 物質量と化学反応式 
 第 2 章 酸と塩基の反応 
 
 

予定 14 

第
４
回 

第 2 編 物質の変化 
 第 3 章 酸化還元反応 
 
 
 

予定 9 

備 

考 

 
・3 年次に化学基礎選択者のみ、履修、習得する科目です。 
・2 年次で学習した学習内容について、より深く学習をしていきます。 
 
 

 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 理科 科目名 生物基礎 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（ 普通・夢トライコース ） 単位数 ２ 

使用教科書 改訂版 新編 生物基礎 出版社 数研出版 

目 

標 

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め、目的
意識を持って観察、実験などを行い、生物学的に探究する能力と態度を育て
るとともに、生物学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や
考え方を養う。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

・生物の体内環境の維持について観察、実験などを通して探究し、生物には
体内環境を維持する仕組みがあることを理解し、体内環境の維持と健康と
の関係について認識する。 

・生物の多様性と生態系について観察、実験などを通して探究し、生態系の 
成り立ちを理解し、その保全の重要性について認識する。 

評
価
方
法 

定期考査の成績、課題提出状況、授業の出席状況および関心・意欲・態度に
ついて、総合的に評価を行う。また、定期的に小テストを実施し、評価の資
料とする。 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

生物学的な事物・現象についての観察や探究心を
もち、意欲的にそれらを探究するとともに、科学
的態度を身に付けている。 

授業の取り組み 
提出課題の内容 

思 考 

判 断 

表 現 

生物学的な事物・現象の中に問題を見出し、事象
を実証的、論理的に考えたり、分析的・総合的に
考察したりして問題を解決し、事実に基づいて科
学的に判断する。また、観察・実験の過程や結果
およびそこから導き出した自らの考えを的確に
表現する。 

定期考査の成績 
小テストの成績 
 

技 能 

生物学的な事物・現象に関する観察、実験の技能
を習得するとともに、科学的に探究する方法を身
に付ける。 

授業の取り組み 
プリント 

知 識 

 

理 解 

観察・実験などを通して、生物学的な事物・現象
に関する基本的な概念や原理・法則を理解し、知
識を身に付けている。 

定期考査の成績 
小テストの成績 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・授業には積極的に参加し、自主的に探究、発言すること。 
・課題および提出物の期限を守ること。 
・観察や実験は、班で協力して安全に行うこと。 
・授業プリントはノートに貼って整理すること。 
・小テストは定期考査への取り組みとなるので、何度も学習すること。 
 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

第１章 生物の特徴 
 第１節 生物の多様性と共通性 
 第２節 エネルギーと代謝 
 第３節 光合成と呼吸 

予定 19 

第
２
回 

第２章 遺伝子とそのはたらき 
 第１節 遺伝情報とＤＮＡ 
 第２節 遺伝情報の発現 
 第３節 遺伝情報の分配 

予定 9 

後 
 

期 

第
３
回 

第 3 章 生物の体内環境とその維持 
 第 1 節 体内環境としての体液 
 第 2 節 腎臓と肝臓による調節 
 第 3 節 神経とホルモンによる調節 
 第 4 節 免疫 

予定 14 

第
４
回 

第 4 章 植生の多様性と分布 
 第 1 節 植生とその成り立ち 
 第 2 節 植生の移り変わり 
 第 3 節 気候とバイオーム 
第 5 章 生態系とその保全 
 第 1 節 生態系とその成り立ち 
 第 2 節 物質の循環とエネルギーの流れ 
 第 3 節 生態系のバランスと保全 

予定 9 

備 

考 

・3 年次に生物基礎選択者のみ、履修、習得する科目です。 
・2 年次で学習した学習内容について、より深く学習をしていきます。 
・夢トライコース生については、3 年次から初めて生物基礎を選択すること 

も可能です。 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 理科 科目名 理科課題研究 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（ 普通・夢トライコース ） 単位数 ２ 

使用教科書 なし 出版社 なし 

目 

標 

科学に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通して、専門的な
知識と技能の深化、総合化を図るとともに、問題解決の能力や自発的、創造
的な学習態度を育てる。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

・校内外の科学に関する課題を設定する。 
・設定した課題に対して、仮説を立て、問題解決に努める。 
・問題解決の中で、専門的な知識、技能の深化及び総合化を図る。 
・問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。 

評
価
方
法 

課題提出状況、授業の出席状況及び関心・意欲・態度について総合的に評価
を行う。ただし、定期考査は実施しない。 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

設定した課題に対して、探究心を持ち、意欲的に
課題解決のため探究するとともに科学的な態度
を身に付ける。    

授業の取り組み 
提出課題の内容 

思 考 

判 断 

表 現 

校内外の中に課題を見出し、実証的、論理的に仮
説を考えたり、分析的、総合的に考察したりして、
問題解決のための科学的な判断をする。 

授業の取り組み 
提出課題の内容 

技 能 

課題の問題解決に関する技能を習得、深化させる
とともに科学的に探究する方法を身に付ける。 

授業の取り組み 
提出課題の内容 

知 識 

 

理 解 

課題の問題解決に関する観察・実験などを通し
て、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を
身に付けている。 

授業の取り組み 
提出課題の内容 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・課題を設定し、仮説を立て、見通しをもった研究を行うこと。 
・自主性を持ち、工夫するとともに、常に思考をはたらかせること。 
・正確な記録と視野の広い考察を行うこと。 
・提出期限を厳守すること。 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

課題の設定 
・校内外の問題に目を向ける 
・仮説を立て、見通しを立てる 予定 18 

第
２
回 

課題の問題解決 
・基礎的な概念や原理・法則の習得 
・技能の取得、深化 予定 8 

後 
 

期 

第
３
回 

課題の問題解決 
・基礎的な概念や原理・法則の習得 
・技能の取得、深化 予定 12 

第
４
回 

総合的まとめ 

 
予定 9 

備 

考 

 
 
 
 
 

 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 保健体育 科目名 体育 

学年(ｺｰｽ) 第 ３ 学年（普通・夢トライコース） 単位数 ２ 

使用教科書 現代高等保健体育改訂版 出版社 大修館書店 

目 

標 

各種運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを味
わうことができるようにすると共に、体の調子を整え、体力の向上を図り、
公正・協力・責任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動ができる資
質や能力を育てる。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

自己の体力や能力に応じて運動技能を高め、競技したり記録を高めたりする
ことができるようにする。互いに協力して練習や競技ができるようにすると
共に、勝敗に対して公正な態度がとれるようにする。練習場などの安全を確
かめ、健康・安全に留意して練習や競技ができるようにする。自己の能力に
応じた課題の解決を目指して、計画的な練習方法や競技の仕方を工夫するこ
とができるようにする。競技の企画や運営ができるようにする。 

評
価
方
法 

授業での活動内容、個人カード、競技の記録表、実技テスト等、下記の観点
を用いながら、総合的に評価する。 
 
 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

運動の楽しさや喜びを味わうことができるよう
に、自ら進んで計画的に運動をしようとする。ま
た、個人生活や社会生活のおける健康・安全に関
心を持ち、意欲的に学習に取り組もうとする。 
 

出席状況 
授業への取り組
み 
忘れ物など 
活動観察 

思 考 

判 断 

表 現 

自己の能力と運動の特性に応じた課題の解決を
目指して、合理的な運動の実践や計画的な活動の
仕方を考え工夫している。また、個人生活や社会
生活における健康・安全について課題の解決を目
指して考え判断している。 

個人ノート 
班ノート 
競技の記録表 
自己評価表 
 

技 能 

自己の能力と各種運動の特性に応じた技能を高
め、運動の楽しさや喜びを深く味わうと共に、体
力を高めるための合理的な運動の方法を身に付
けている。 
 

実技テスト 
活動観察 
 
 
 

知 識 

 

理 解 

生活における運動の意義や必要性及び運動の特
性と合理的な行い方を理解し、知識を身に付けて
いる。また、個人の生活及び社会生活における健
康・安全について課題の解決に役立つ基礎的な事
項を理解し、知識を身に付けている。 

競技の記録表 
ルールテスト 
活動観察 
 
 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・各種目の楽しさや喜びを味わえるように主体的・積極的に活動し、お互いに協
力し合いながら練習やゲームを行うこと。 

・健康安全に留意し、積極的に練習やゲームに取り組むこと。自己（チーム）の
能力に応じて戦術や技術を設定し、課題解決のために効果的な方法を工夫して
取り組むこと。 

・ねらい・計画・内容が密接に関連した班ノートを作成し、実践すること。 
 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

体育理論 
体つくり運動 
武道・球技から選択 
（バレーボール・バドミントン・ソフトボール・柔道） 
 

予定 16 

第
２
回 

武道・球技から選択 
（バレーボール・バドミントン・ソフトボール・柔道） 
陸上競技・ダンスから選択 
（陸上競技：跳躍・投てき） 
 

予定 8 

後 
 

期 

第
３
回 

体育理論 
球技（バドミントン・バレーボール・卓球・ソフトボー 
ルから選択） 
陸上競技（競走） 

予定 12 

第
４
回 

体つくり運動 
体育理論 
球技 
（バスケットボール・サッカー・ラグビーから選択） 
 

予定 10 

備 

考 

 
 
 
 
 

 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 体育 科目名 スポーツⅥ 

学年(ｺｰｽ) 第 ３ 学年（普通・夢トライコース） 単位数 ２ 

使用教科書 現代高等保健体育改訂版 出版社 大修館書店 

目 

標 

個人及び社会生活における健康・体力の保持増進について理解を深めるよう
にし、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を
育てる。 
 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

○筋力トレーニングの意義や方法を学び、身体能力の向上と健康の保持増進
を意識したプログラムを継続して行うことの大切さを理解する。日常生活
において自分の健康を促進するためのプログラムを作成し、実践する力を
養う。                                

○球技（ネット型・ターゲット型）を通して、スポーツに親しみを持ち、ス
ポーツライフを設計する能力を育てる。 

 

評
価
方
法 

自分の健康増進・体力向上のためのプログラムを作成し、実践する力、授業
への取り組む姿勢、下記の観点を用いながら総合的に評価する。 
 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

自ら進んで計画的に健康増進・体力向上に必要な
運動を取り入れ、健康・安全に関心を持ち、意欲
的に活動している。 
 

出席状況 
授業への取り組
み 
忘れ物など 
活動観察 

思 考 

判 断 

表 現 

自己の能力に応じ、合理的な運動の実践や計画的
な活動の仕方を考え工夫している。また、個人生
活や社会生活における健康・安全について課題の
解決を目指して考え判断している。 
 

個人ノート作成 
運動プログラム
作成 
記録表 
自己評価表 

技 能 

自己の能力に応じ、体力を高めるための合理的な
運動の方法を身に付けている。 

実技テスト 
活動観察 
 
 
 

知 識 

 

理 解 

運動の意義や必要性を理解し、知識を身に付けて
いる。また、個人の生活及び社会生活における健
康・安全について課題の解決に役立つ基礎的な事
項を理解し、知識を身に付けている。 
 

記録表 
活動観察 
 
 
 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・自分の体力を知り、それに適した運動をきちんと計画的に選択すること。 
・体力トレーニングは真面目に取り組むこと。授業には誠実な姿勢で取り組み、

提出物については期限を厳守すること。 
・球技については自分の目標を立てて、練習にのぞむこと。・定期考査前には、必

ず記録表を提出すること。 
 
 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

１．体力トレーニングの目的 
（球技）ネット型〈テニス・バドミントン・卓球〉 
（球技）ゴール型〈バスケット・サッカー〉 
＊球技は上記より選択 

予定 17 

第
２
回 

２．目的別に見た体力トレーニングの方法 
（球技）ネット型〈テニス・バドミントン・卓球〉 
（球技）ゴール型〈バスケット・サッカー〉 
＊球技は上記より選択 
 

予定 11 

後 
 

期 

第
３
回 

３．運動によるけが・病気の予防 
（球技）ネット型〈テニス・バドミントン・卓球〉 
（球技）ゴール型〈バスケット・サッカー〉 
＊球技は上記より選択 
 

予定 11 

第
４
回 

４．運動の計画的な学び方 
（球技）ネット型〈テニス・バドミントン・卓球〉 
（球技）ゴール型〈バスケット・サッカー〉 
＊球技は上記より選択 
 

予定 8 

備 

考 

 
 
 
 
 

 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 芸術 科目名 音楽総合 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（普通コース） 単位数 ２ 

使用教科書 高校生の歌集つどい 出版社 啓隆社 

目 

標 

歌唱・器楽・鑑賞等の活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生
活や社会の中の多様な音や音楽、音楽文化と深く関わる資質・能力を育成す
る。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

【内容】歌唱（合唱を含む）、器楽、鑑賞等 
【到達目標】 
○曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり等について理解 

を深め、創意工夫や表現上の効果を生かした音楽表現をするために必要 
な技能を身に付ける。 

○音楽に関する知識や技能を総合的に働かせながら、個性豊かに音楽表現 
を創意工夫したり音楽を評価しながらよさや美しさを深く味わって聴く 
ことができる。 

○主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好す 
る心情を育むとともに、感性を磨き、音楽文化を尊重し、音楽によって 
生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。 

評
価
方
法 

定期考査は行わず、小テストやワークシート、タブレットによる課題への
取り組み及び授業態度等を総合的に評価する。自己評価や振り返りも評価に
反映する。 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

題材に興味・関心をもち、音楽活動を楽しみな
がら主体的・協働的に学習活動に取り組もうとし
ている。 

自己評価 
振り返り 
授業態度等 

思 考 

判 断 

表 現 

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連
を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚し
たことと感受したこととの関わりについて考え
ている。 
【表】知識や技能を総合的に働かせながら、個性
豊かに表現を創意工夫している。 
【鑑】知識を総合的に働かせながら、曲に対する
評価とその根拠等を考え、音楽のよさや美しさを
深く味わって聴いている。 

授業態度 
ワークシート等 

技 能 
創意工夫や表現上の効果を生かした表現をす

るために必要な技能を身に付けている。 
実技評価等 

知 識 

 

理 解 

曲想や表現上の効果と構造や歌詞、文化的・歴
史的背景との関わり及びその関わりによって生
み出される表現上の効果等を深く理解している。
また、音楽を形づくっている要素等について、音
楽における働きと関わらせて理解している。 

小テスト 
ワークシート等 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

○音楽の“よさ”は自ら見つけようとしましょう。 
○遠慮せず積極的に発言や記入をしましょう。 
○歌唱や演奏など表現活動に取り組む時は“意図”をもちましょう。 
○他人の表現は決して笑わず、尊重しましょう。 
○楽譜には積極的に“書き込み”をしましょう。 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

歌唱 
 合唱、日本の歌 
器楽 
 リズムアンサンブル、バンドアンサンブル 

予定 17 

第
２
回 

歌唱 
 合唱、日本の歌 
器楽 
 バンドアンサンブル 

予定 11 

後 
 

期 
第
３
回 

歌唱 
 合唱、日本の歌 

予定 11 

第
４
回 

歌唱 
 合唱、日本の歌 
器楽 
 バンドアンサンブル 
鑑賞 
 西洋音楽 

予定 12 

備
考 

・年間を通して読譜の練習など基礎的な音楽理論も学習します。 
・表記している以外でも、歌唱の学習と関連して鑑賞の活動に取り組みます。 
 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 芸術 科目名 音楽実技 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（普通コース選択） 単位数 ２ 

使用教科書 グローバー・ピアノ教本〈VOL.1〉 出版社 ヤマハ 

目 

標 

主にピアノに関する学習を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、専門
的な音楽に関する資質・能力を育成する。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

【内容】器楽（主にピアノによる独奏・合奏）、鑑賞、音楽理論等 
【到達目標】 
○楽曲の表現内容について理解を深めるとともに、創造的に器楽表現する 

ために必要な技能を身に付ける。 
○音楽性豊かな表現について考え、表現意図をもつことができるようにす 

る。 
○音楽性豊かな表現を追求する態度を養う。 
○視唱、視奏及び聴音に関する知識や技能を身に付ける。 

評
価
方
法 

定期考査は行わず、小テストやワークシート、タブレットによる課題への
取り組み及び授業態度等を総合的に評価する。自己評価や振り返りも評価に
反映する。 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

題材に興味・関心をもち、音楽活動を楽しみな
がら主体的・協働的に学習活動に取り組もうとし
ている。 

自己評価 
振り返り 
授業態度等 

思 考 

判 断 

表 現 

フレーズや楽曲全体をどのように演奏するか、
他の楽器や声部との関わり合いをどのように表
現するか等について考えている。また、知識や技
能を得たり生かしたりしながら、表現を創意工夫
している。 

授業態度 
ワークシート等 

技 能 

曲にふさわしい奏法、身体の使い方などの技能
等、自分の表現意図を表すために必要な技能を身
に付けている。また、視唱、視奏及び聴音に関す
る技能を身に付けている。 

実技評価等 

知 識 

理 解 

曲想、音楽の構造などについて理解することに
加え、それら相互の関わりや、文化的・歴史的背
景との関わりなどについて理解している。また、
視唱、視奏及び聴音に関する知識を身に付けてい
る。 

小テスト 
ワークシート等 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

○音楽の“よさ”は自ら見つけようとしましょう。 
○遠慮せず積極的に発言や記入をしましょう。 
○歌唱や演奏など表現活動に取り組む時は“意図”をもちましょう。 
○他人の表現は決して笑わず、尊重しましょう。 
○楽譜には積極的に“書き込み”をしましょう。 
○うまく演奏できない時は、“なぜできないか”を考えましょう。 
 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

ピアノ（独奏・合奏） 
 ハ長調・ヘ長調・ト長調の練習 
 小品の演奏 

予定 18 

第
２
回 

ピアノ（独奏・合奏） 
 小品の演奏 

予定 8 

後 
 

期 
第
３
回 

ピアノ（独奏・合奏） 
 ペダルの使い方 
 小品の演奏 

予定 12 

第
４
回 

ピアノ（独奏・合奏） 
 小品の演奏（アンサンブル含む） 

予定 9 

備 

考 

年間を通して、高音部記号・低音部記号・移調・視唱・視奏・聴音等の基
礎的な音楽理論やソルフェージュにも取り組みます。 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 英語  科目名 コミュニケーション英語Ⅱ   

学年(ｺｰｽ) 第 3 学年（普通・夢トライコース） 単位数 ３ 

使用教科書 All Aboard! English Communication Ⅱ 出版社 東京書籍 

目 

標 

英語を読んだり聞いたりすることで、身近な話題や社会状況などに対する興
味・関心を高める。また、基本的な英語表現を使って積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする態度を養う。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

・英語を聞いたり読んだりすることにより、生徒にとって身近な話題や生徒 
の教養を高める分野に関する情報を得たり、相手が何を考えているのかを 
理解したりする力を身につける。 

・基礎的な英語を使って、話したり書いたりする力を身につける。これによ 
り、情報を相手に伝えたり自分の考えを伝えたりするコミュニケーション 
能力を養う。 

評
価
方
法 

定期考査の成績、課題提出状況、授業の出席状況、及び関心・意欲・態度に
ついて総合的に評価を行う。また定期的に英単語小テスト・音読テストを実
施し、評価の資料とする。      

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

コミュニケーションに関心をもち、積極的に言語
活動を行い、コミュニケーションを図ろうとす
る。     

・授業への参加 
態度 

・発表の内容 
・提出課題の状 

況  

思 考 

判 断 

表 現 

外国語で話したり書いたりして、情報や考えなど
を適切に伝えている。    

・定期考査の成 
 績 
・提出課題の状 
 況 

技 能 

外国語を聞いたり読んだりして、情報や考えなど
を適切に理解している。  

・定期考査の成 
 績 
・提出課題の状 
 況 

知 識 

 

理 解 

外国語の学習を通して、言語やその運用について
の知識を身に付けているとともに、その背景にあ
る文化などを理解している。   

・授業への取り 
組み 

・定期考査の成 
 績 
・発表の内容 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・授業中に自主的に発言するなど積極的に取り組むこと。 
・授業で用いるプリント類をきちんと整理し、板書事項を記入すること。 
・課題に確実に取り組み、提出期限を守ること。 
・定期考査後は復習テストに真剣に取り組むこと。 
・単語テストや音読テストなどに真剣に取り組むこと。 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

 
Lesson 4  Living with Robots 
Lesson 5  Special Makeup in Kabuki 
COMET900   P.182 ～P.220 
 

予定 26 

第
２
回 

 
Lesson 6  A microcosm in the sea 
Lesson 7  Happiness through Hula 
COMET900   P.24 ～P.82 

予定 11 

後 
 

期 

第
３
回 

 
Lesson 8  The Magic of the Cotswolds 
Lesson 9  The Bitter Truth about Chocolate  
COMET900   P.84 ～P.140 

予定 18 

第
４
回 

 
Lesson 10  Designing for Peace 
Reading 2  Olivia 
COMET900   P.142 ～P.196 

予定 15 

備 

考 

 
 
 
 
 

 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 英語  科目名 英語表現Ⅰ    

学年(ｺｰｽ) 第 3 学年（選択） 単位数 2 

使用教科書 Vision Quest English Expression Ⅰ Core 出版社 啓林館  

目 

標 

・英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成す 
る。 

・事実や意見などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫 
しながら伝える能力を養う。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

・例文に使われている文法を理解し、それを正しく用いて表現する力をつけ 
る。 

・コミュニケーションに関心をもち、積極的に言語活動を行い、英語による 
意思伝達を図る。 

評
価
方
法 

定期考査の成績、課題提出状況、授業の出席状況、及び関心・意欲・態度に
ついて総合的に評価を行う。定期的に会話小テストなどを実施し、評価の資
料とする。        

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

コミュニケーションに関心をもち、積極的に言語
活動を行い、コミュニケーションを図ろうとす
る。    

・授業への参加 
態度 

・発表の内容 
・提出課題の状 
 況 

思 考 

判 断 

表 現 

外国語で話したり書いたりして、情報や考えなど
を適切に伝えている。    

・定期考査の成 
 績 
・提出課題の状 
 況 

技 能 

外国語を聞いたり読んだりして、情報や考えなど
を適切に理解している。    

・定期考査の成 
 績 
・提出課題の状 
 況 

知 識 

 

理 解 

外国語の学習を通して、言語やその運用について
の知識を身に付けているとともに、その背景にあ
る文化などを理解している。  

・授業への取り 
組み 

・定期考査の成 
 績 
・発表の内容 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・間違いを恐れず、積極的に表現し、発表すること。 
・プリント類をきちんと整理し、予習・復習を行うこと。 
・書いた文（章）や自分の考えを伝えるために、読みの力をつけること。 
・ペア・ワークなどの活動を通して、授業中になるべく多く話すこと。 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

Lesson 9  I’m unhappy with our school uniforms. 

予定 17 

第
２
回 

Lesson 10  That’s why it looks so nice! 

予定 12 

後 
 

期 

第
３
回 

Lesson 11  I hear the population of Japan is falling  
quickly. 

予定 12 

第
４
回 

Lesson 12  I wish it were possible to get it back. 

予定 9 

備 

考 

 
 
 
 
 

 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 家庭 科目名 フードデザイン 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（選択者） 単位数 ２単位 

使用教科書 フードデザイン 新訂版 出版社 実教出版 

目 

標 

 栄養、食品、献立、調理、テーブルコーディネートなどに関する知識と技
術を身につけ、食事を総合的にデザインする能力と態度を育てる。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

・栄養素と栄養を多く含む食品についての理解を深める。 
・食品の特徴を理解し、食品にあった適切な調理や保存方法を活用できる 

ようになる。 
・テーブルコーディネートやテーブルマナーについて学び、料理に応じて 
 適切な選択ができるようになる。 
・調理の基本を学び、日常的な調理をすることができる。 

評
価
方
法 

① 授業プリント、授業レポートへの取り組み、提出状況 
② 調理実習への参加状況、作業状況、作品の出来栄え 
③ 定期考査（年２回実施） 
①～③を踏まえて総合的に評価する。 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

食生活の改善や充実させることに関心をもち、 
実践するための方法や活用について考え、意欲的
に取り組もうとする。 

・授業プリント 

・授業、実習への

参加状況 

思 考 

判 断 

表 現 

食生活について見直し、表現しながら課題を適
切に判断し、工夫・改善する能力を身につけると
ともに、効率よく調理ができるように作業手順を
考えることができる。 

・授業プリント 

・授業、実習への 

参加状況 

技 能 
豊かな食生活を実践するために必要な基礎

的・基本的な技術を身につけ、日常的な食事の調
理ができるようなる。 

・授業、実習への

取り組み 

・作品の出来栄え 

知 識 

 

理 解 

食事の意義や役割を理解するとともに、食材の
取り扱いや保存方法を知り、安全な食生活を実践
するための知識を身につける。 

・授業プリント 

・定期考査 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

・調理実習のときには、前の授業の終了後、すぐに調理室に移動し、速やかに 
 身支度を整えてください。 
・調理実習では、エプロン・三角巾・タオルを持って来て下さい。つめも切って 

おいてください。 
・衛生面と安全面に気をつけて実習を行ってください。 
・提出物は期限までに確実に提出をしてください。 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

第１章 食生活と健康 
第２章 栄養素のはたらき 
第４章 調理の基本 
≪実習≫ 
・調理の基本（計量等）・だしの取り方 ・日常食の調理 

予定 18 

第
２
回 

第３章 食品の特徴・表示・安全 
第６章 フードデザイン実習（献立作成） 
≪実習≫ 
・食品の実験     ・鶏卵の調理上の性質 
・小麦粉製品の膨化  ・日常食の調理 

予定 8 

後 
 

期 

第
３
回 

第５章テーブルコーディネート 
≪実習≫ 
・文化祭バザー準備   ・箸の持ち方 
・テーブルマナー実習  ・日常食の調理 

予定 12 

第
４
回 

第６章 フードデザイン実習 
≪実習≫ 
・クリスマスケーキ   ・行事食（お正月） 
・日常食の調理 

予定 9 

備 

考 

 
 
 
 
 

 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 商業 科目名 ビジネス実務 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（選択者） 単位数 ２ 

使用教科書 ビジネス実務 新訂版 出版社 実教出版 

目 

標 

ビジネスにおけるコミュニケーションの意義やマナーの必要性を理解し、適
切なコミュニケーションを図るためのビジネスマナーを身につけ、ビジネス
の諸活動を円滑に行う能力と態度を養う。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

 仕事に対する心がまえやオフィスでの働き方、ビジネスマナーといった社
会人として押さえておくべき知識を習得する。 

 具体的なビジネスの場を設定したロールプレイングを行い、実践力を養
う。 

評
価
方
法 

授業態度、定期考査の成績、提出物（授業プリント、課題）、小テストを総
合的に評価する。 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

自分が働くことを想定しながらオフィスでのマ
ナーに関心を持ち、ロールプレイングに意欲的に
取り組む。 

定期考査 
授業プリント 
課題 
小テスト 
授業の取り組み 

思 考 

判 断 

表 現 

心がまえやマナーなどの習得した知識を想定さ
れた場面でどのように活用するか適切に判断し、
円滑なコミュニケーションを行うために表現で
きる。 

定期考査 
授業プリント 
実習への取組 

技 能 
実務で用いる各文書や電子メールの作成ができ
る。 

定期考査 
授業プリント 
課題 

知 識 

 

理 解 

ビジネスマナー、業務の進め方、珠算、ビジネス
の場で用いられる英語など、基礎的基本的な事柄
を理解し、習得している。 

定期考査 
小テスト 
課題 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

 授業はしっかり顔を上げて聞き、内容を理解するよう努めましょう。 

 実習やロールプレイングには、実際の場面を思い描きながら意欲的に取り組み
ましょう。 

 この授業では、社会人としての基礎基本を学びます。しっかりと習得し、将来
就職した時に発揮できるよう、積極的に学びましょう。 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

第１部 オフィス実務 
 １章 企業と組織と人間関係 
 ２章 ビジネスマナー 
  １ 挨拶 
  ２ 身だしなみ・表情・身のこなし 

予定 18 

第
２
回 

  ３ 名刺交換と紹介 
  ４ 訪問・来客の応対 

予定 12 

後 
 

期 

第
３
回 

  ５ 電話の応対 
  ６ 席次のマナー 

予定 12 

第
４
回 

  ７ 食事のマナー 
  ８ 交際のマナー 

予定 10 

備 

考 

 
 
 
 
 

 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 商業 科目名 情報処理 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（選択者） 単位数 ２ 

使用教科書 情報処理 新訂版 出版社 実教出版 

目 

標 

コンピュータのハードウェアやソフトウェアを理解し、実務で必要とされる
ソフトウェアを活用して、情報を収集し、処理し、伝達する技能と態度を育
てる。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

 コンピュータの機能や特性を理解し、それらが実務においてどのように
活用されているかを学び、社会で役立てるための知識と技術を習得す
る。 

 実習を通して、ソフトウェアの効果的な活用方法を習得する。 

 学習内容を通して、全商ビジネス文書実務検定や全商情報処理検定を受
験することができる。 

評
価
方
法 

定期考査の成績、実習課題、授業のプリント、授業や課題制作への取り組む
姿勢を総合的に評価する。 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

コンピュータが持つあらゆる機能について関心
を持ち、それを活用するための技術の習得を目指
して意欲的に取り組んでいる。 

授業プリント 
授業への取組 

思 考 

判 断 

表 現 

基礎的・基本的な知識と技術を活用して、適切に
判断し創意工夫して課題に取り組む能力を身に
つけ、表現することができる。 

定期考査 
授業プリント 
実習課題 

技 能 
与えられた実習課題について、情報を処理し、伝
達するための資料作りができる。 

定期考査 
授業プリント 
実習課題 

知 識 

 

理 解 

コンピュータの活用に関する基礎的・基本的な知
識を身につけ、ビジネス社会における情報の意義
や役割を理解している。 

定期考査 
小テスト 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

 授業はしっかり顔を上げて聞き、内容を理解する努力をしよう。 

 実習課題や授業プリントには積極的に取り組み、必ず提出してください。ソフ
トウェア活用のための技術を身につけよう。 

 基本的なソフトウェアの活用ができるようになると、ビジネス社会で大いに役
立ちます。全体を通して意欲的に学びましょう。 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

第３章 ビジネス情報の処理と分析 
 ２節 関数を利用した表の作成 
  ２．よく使う関数 
  ３．その他の関数 

予定 19 

第
２
回 

第３章 ビジネス情報の処理と分析 
 ４節 情報の整列・検索・抽出 
 ５節 ビジネスと統計 予定 14 

後 
 

期 

第
３
回 

第４章 ビジネス文書の作成 
 ４節 応用文書の作成 
 ２節 図形と画像の活用 予定 14 

第
４
回 

第２章 情報通信ネットワークとセキュリティ管理 

予定 10 

備 

考 

 
 
 
 
 

 

 



（令和３年度以前入学生用） 

授業の概要及び年間指導計画（シラバス） 

教科名 商業 科目名 商品開発 

学年(ｺｰｽ) 第３学年（夢トライ） 単位数 ２ 

使用教科書 商品開発 出版社 実教出版 

目 

標 

商品を開発する仕組みや手順を学習することで、ビジネスの主役である商品
の企画、生産、販売のメカニズムを知り、実践できるようになる。 

授
業
内
容
・
到
達
目
標 

 経済社会における商品開発の意義について、実際の事例をもとに詳しく学
ぶ。 

 実習を通して商品開発を行う手順を体験的に習得し、地域創造Ⅱで実際に
行う商品開発の際に活用する態度を身につける。 

 ・実習を通して、柔軟な発想力と発想のための手法を学ぶ。 

評
価
方
法 

授業態度、定期考査の成績、提出物（授業プリント、課題）、小テストを総
合的に評価する。 

評 

価 

の 

観 

点 

項目 趣   旨 評価方法 

関 心 

意 欲 

態 度 

商品を開発することに関心を持ち、授業や実
習に意欲的に取り組む。 

授業プリント 
実習課題 
授業への取り組み 

思 考 

判 断 

表 現 

商品開発の手順に従って考察し、どの手法を
用いるべきかを判断して、プレゼンテーショ
ンを通してその考えを表現することができ
る。 

定期考査 
授業プリント 
実習課題 

技 能 
新商品の開発に至る様々な手法を知り、実習
を通してその手法を実際に行うことができ
る。 

定期考査 
授業プリント 
実習課題 

知 識 

 

理 解 

経済社会において商品開発が担う役割やその
意義について理解し、知的財産権についての
知識を身につけている。 

定期考査 
小テスト 
実習課題 

長崎県立五島南高等学校 

授業を受けるにあたっての注意事項及びアドバイス 

 授業はしっかり顔を上げて聞き、内容を理解すること。 

 習得した内容を地域創造Ⅱの授業で十分発揮できるよう、授業中にはメモを取
ったりアイディアを書き留めるなどして積極的に取り組もう。 

 

授業計画 

区 分 授業内容等 授業時数 

前 
 

期 

第
１
回 

第１章 商品と商品開発 
第２章 商品の企画 

予定 19 

第
２
回 

第３章 商品の開発 
第４章 商品開発とデザイン 

予定 13 

後 
 

期 

第
３
回 

第５章 商品開発と知的財産権 

予定 14 

第
４
回 

第６章 商品流通と流通を支える活動 

予定 10 

備 

考 

 
 
 
 
 

 
 


